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～校風・特色について～

鎌倉小学校は、神奈川師範学校の附属学校

として設置され、明治２５年に鶴岡八幡宮に隣接

する現在地に移転し、百有余年の歴史がある。

平成２４年度入学児童から３５人学級制となり

平成２９年度には全学年が３５人３学級となる。

大規模改修工事が終わり、各教室および特別

教室には冷・暖房設備を設置し、学習環境を整

えている。

２０年程前に「総合学習」を研究した流れを受けつつ、「授業デザイン研究」における各教

科及び教科外における研究を推進し、リアリティのある授業展開を行うと共に、行事・宿泊学

習・お弁当の日等の伝統的な独自の取り組みを通して、総合的横断的なダイナミックな授業

構成を実践している。

同じ敷地内にある鎌倉中学校との連携を強化し、隣り合う良さを最大限に活かした小中

一貫校へ向けた小中一貫教育の推進を図っている。平成２９年度の横浜国立大学の学部

改編を機に、鎌倉小中学校として義務教育９年間を一貫した系統的な教育課程を編成す

るための研究を行っている。

概 要

校 風

小中一貫校を目指した小中一貫教育の推進

～卒業生の活躍状況について～

① 追跡調査

中学校進学先以外の個人情報は収集していない。
② 把握・情報

平成１４年に卒業生有志により同窓生名簿生名簿を作成している。
③ 状況

個別に追跡はしていないが、卒業生が専門性を活かした講義や授業協力がある。

～勤務経験者の活躍状況について～

① 追跡調査

小中学校を事務局とした「鎌倉会」（ＯＢ・現役の会）が結成されており、ほぼ毎年勤務先
等の情報は更新されている。

② 把握・情報

「鎌倉会」会員名簿は随時更新されており、名簿は会員及び事務局にて共有している。
③ 状況

副校長・校内教頭・教員共に、ほぼ元の所属である県市町教育委員会及び所管小学

校に県費教職員として戻っている。



～取り組みなどについて～

○VISION 「自立に向かう子」

・学校VISIONを元に「授業

デザイン」の視点で授業実

践研究を行う

・教科ごとに必要な資質や

能力を精査し、各教科の

特性を活かした授業を構

成する

・「子どもの姿」「これからの

社会に必要な力」「コンセ

プト 」 を明記した 「授業デ

ザイ ンシー ト 」 に よ り授業

構成を顕在化する

○小中一貫校を目指した小中一貫教

育の推進

・学校教育目標の一貫化、研究テー

マの接続、研究内容の共有、教科

研究の活性化を図る

・小中合同研究会において、授業研

究・指導案検討等を行う

・教科・領域毎に義務教育９年間の

教育課程の編成について研究協議

を行う

・鎌倉会議（校長・副校長・校内教

頭）において組織的な一貫化及び

推進の大きな流れについて検討・調

整する

・人的交流の活性化を図り、小中教

職員が自由に行き来し、授業交流

の取組が行える土壌を作る

○小中連携の方策についての外部発信の準備

・現在の取組や経過が、そのまま他の小中連携の取組への指針となると考えている

学校教育目標
「自ら対象に関わり、意味や価値を追求するとともに、仲間と高め合い、自立に向かう子」

◇主体的思考ができる ◇共感的感情がもてる ◇自立的行動ができる

「授業デザイン」 ～授業を核とした学校生活づくり～

小中一貫校を目指した小中一貫教育の推進



○平成２４年度ユネスコスクールに認可

・教科や総合的な学習の時間を活用し、

地域の自然・歴史・文化などに目を向け

た学習を展開する

○ＥＳＤ実現目標を、「ホールスクール・アプロ

ーチの達成（学校全体の包括的な取り組

み）」とし、実践を通して研究を進める

・学校での教育活動を通しての自己の成

長を振り返り、発表できる場の設定を検

討する

○小中一貫教育におけるＥＳＤの実践について、９年間のつながりある取組の検討を行う

○学年年齢に応じた宿泊学習の実施

・１年生…学校１泊 ・２～４年生…県内

１泊 ・５～６年…県外３泊

・学年を通した縦のつながり（鎌倉中学校と

の接続を含む）と横断的な学習内容の検討

○「鎌倉」の地域を活かした学習

・滑川 ・史跡や文学館 ・片瀬ごま

・海岸での水辺活動 ・谷戸の田んぼ学習

・建長寺での体験活動 など

○給食のない「お弁当の日」を年間１３回設定

し、時間や場所の制約のないダイナミックな活動を保障

○児童全員参加の行事の重視（入学式・卒業式

など全校児童が参加）

○各行事の設定における、年間を通してのトータ

ルな視点と日常生活との関連性の重視

・たてわりの運動会・鎌倉芸術館における音楽

会・学習発表会（前年度は「まなビバ」）

○たてわり活動・校外班活動における児童間交流

の重視、中学校生徒との交流の検討

○ＰＴＡとの連携による土曜学校（大学教授による親子授業）を年２回実施

○全保護者が学校行事に参加することができる「お手伝い制度」の導入

○年３回のＰＴＡ総会及び学年学級部会開催によるコンセンサスの確立

○部会設定日（年１２回）、個人面談日（１学期・３学期）の設定による時間と場の保障

○スクールカウンセラーによる相談事業、ＳＶ・ＳＣ連絡研究協議会による対策対応強化

ユネスコスクールとして、ＥＳＤ(持続可能な開発のための教育)の実践

全学年実施の宿泊学習、地域を活かした学習、「お弁当の日」

児童の生活におけるうねりを考慮した行事配置

保護者との連携、教育相談の充実



～地域における存在について～

教育研究をもとに、県内外の教育現場に貢献していく使命をもち、研究・研修の成果が、学

校教育全体の充実・向上に貢献していくよう努めている。また、本校の使命として、３つの拠点

と２つの寄与を挙げている。

＜３つの拠点＞

①実践的研究拠点 ②先駆的研究拠点

③教育養成拠点

＜２つの寄与＞

①大学への寄与 ②県内外教育機関への寄与

○授業デザイン研究

（平成２８年度は１０月１４日・１５日、

鎌倉中学校と同時開催）

○教育UPセミナー（平成２８年度は２月１１日開催）

○県内小学校の研究会に直接参加し、地域の研究

会の場で共に高め合うよう努めている。

・鎌倉市教育研究会への全教員参加

・教員の地元市町小学校教育研究会への参加

３つの拠点と２つの寄与の使命を担って

～附属学校・本校の存在意義について～

小中一貫校への取り組み及び授業デザイン研究の

発信だけではなく、横浜国立大学の附属学校として、

教師を志す学生が実践的に学ぶ機会を増やしてい

る。今後も大学と連携し、学生を教育していく場とし

て、積極的につながり・関わりを強化していく。

現在のところ、教育実習生は他大学学生を含め、

７０名前後を受け入れ、教育インターン（大学院生）

や教育実地研究（大学１年生）、教職実践演習（大学４

年生）など多くの学生が教員としての実践力を高める場と

なっている。

また、大学生がボランティア活動として学校教育に支援

者として参加できる「鎌倉サポート」が充実しており、ほぼ

毎週学生ボランティアが来校し、教育現場に関わり支援

する活動が行われている。

小中一貫･授業デザイン･教員養成


